
（管理規則第３条実施要領 別紙様式）

最終更新日 ２０１１年（平成２３年）１１月４日 ２０１１ 年度（平成２３年度） 校番 ２ 福山市立城北中学校 No.（２）

７ 目標・評価項目・指標等の設定と評価

市重点
目 標

年
目

中期経営目標
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点

分類 短期経営目標
（中間）

評価
評価項目・指標等

（△成果 ▽取組み ◇成果と取組み に着目）

(中間)
指標
評価

□ 評価項目・指標等 ○ 短期（中期）経営目標 の達成状況
◎ 改善方策

△生徒アンケートの「授業がわかりやすい」項
目の肯定的評価を全授業で９０％以上にす
る。

ｃ
□○１０月２４日実施の生徒アンケートから「授業がわかりやすい」の

肯定的評価が９０％以上の教科は，２０/２７教科である。
◎授業の相互参観等によりさらに授業改善を行う。★ 見直し わかる授業の創造 Ｂ

△「基礎・基本」定着状況調査の通過率３０％
未満の生徒の割合を県平均以下にする。

ａ
□今年度の調査の結果，３０％未満の生徒の割合は県平均に比して２．０
～２．７ポイント少ない。
◎継続できるよう，さらに授業改善に取り組む。２

基礎・基本の定着
と学ぶ意欲の育
成

★ 継続
自主的に取り組む生徒の
育成

Ａ
△家庭学習を１時間以上する生徒を７０％以上

にする。
ａ

□○１０月２４日実施の生徒アンケートによる家庭学習を１時間以上の

定着率は全体で７９．４％であり，昨年同期に比して１７．４ポイント

の上昇である。
◎宿題の習慣化等の取組みを継続して行う。

確
か
な
学
力

２ 個性の伸長を図る ★ 見直し
各種検定への積極的な挑
戦

Ｂ
△英検など各種検定有資格者を２３０名以上に

する。
ｂ

□○生徒アンケートによると１０月２４日までに有資格者は，１９６人

である。
◎英検を１０月１５日に自校で実施。漢検を１１月５日に実施。さらに数
検を１１月１９日に実施する。

★ 新規 暴力行為発生率の減少 Ａ
△暴力行為発生率を県平均以内にする。（９件以

内）
ａ

□○平成２２年度県調査の結果では，城北中規模で１１．５件が平均とな
るが，現在までに暴力行為の発生件数は４件である。

★ 見直し 長期欠席の未然防止 Ｂ
△３０日以上の欠席者の出現率を３．５％以内に

する。
ｂ

□○10月１３日現在，３０日以上欠席の生徒は２１人であり，出現率が
２．８％となっている。
◎１５日以上の欠席も７人(0.7%)おり，さらに学年でチームを組んで面談
や家庭訪問に当たることを継続する。

豊
か
な
心

３
自主・自立を育て
る積極的生徒指
導

新規 精勤賞の奨励 Ａ
△無遅刻・無欠席を奨励し，無遅刻・無欠席（精

勤賞）の生徒を３５％以上にする。
ａ

□○９月末現在，無遅刻・無欠席の生徒は６２．３％（１年６６．７％，
２年６３．７％，３年５６．６％）となっている。
◎学期や月での皆勤賞などの取組みを学級で行い，精勤賞の奨励に努める。

△新体力テスト全国平均以上の項目を６０％以
上（全４８項目）にする。

ａ

□６月に実施した体力テストの結果，全国平均以上は３１項目あり，
６４．５％となっている。
○運動部活動も積極的に行っており，県大会へ１００人以上の選手が参加
している。運動部活動の活発化も体力向上に効果が大きいと考えられる。
◎継続して体力を高める運動に取り組む。

健
や
か
な
体

３
体力向上を図る教
育活動

新規
自ら進んで体力向上に取
り組む生徒の育成

Ｂ

▽体力向上推進期間を年に2回実施する。 ｄ
□○体力向上推進期間の取り組みについては計画まではしたものの実施で
きていない。
◎今後，１２月，２月に実施する。

★ 新規 キャリア教育の研究 Ｃ
▽キャリアノートの実施をはじめとする３年間

を見通したキャリア教育計画の立案をする。
ｃ

□○１０月までに担当者会を実施し準備を進めてきた。
◎キャリア教育計画を１１月より本格的に文書化し１月末に完成させる

▽校内授業研究を年間３回以上実施する。 ａ

□○１０月までに校内授業研究週間・道徳授業研究・校内教科授業研究を
行った。
◎１１月に校内授業研究週間を実施し，さらに３学期には公開研究会を実
施する予定である。

力
量
あ
る
教
職
員

１

新学習指導要領に

対応した授業づく

り 見直し
校内研修の計画的な実施

と内容の充実
Ｂ

◇定期テストで説明解答を求める問題２問の無

解答率を２０％以下にする。
ｂ

□○１学期末試験の結果から，教科の平均では２３／２７教科で無解答率
２０％以下を達成している。
◎２学期末・学年末においても取組みを進め，授業においては「じっくり
考える」時間を設定する。



（管理規則第３条実施要領 別紙様式）

２ 服務規律の確保 継続 教職員の不祥事０ Ａ
▽不祥事防止委員会の定期的な開催とともに毎

月，研修を実施する。
ａ

□１０月末までの毎月，不祥事防止委員会の開催とともに研修を実施した。
○４月から現在まで教職員の不祥事は０である。
◎今後も３月まで継続して取り組む。

★ 新規
小学校との連携を含めた

教育研究の推進
Ｂ

▽校区内の小学校と管理職・教務・生徒指導にお

ける連携の場をそれぞれ３回以上もつ。
ｂ

□○１０月までに教頭･教務主任・生徒指導主事の連携会議を各２回実施し
た。７つの約束に係る学校スタンダードを完成させる予定である。
◎年度末までには各３回以上の実施が見込まれる。

▽学校・学年通信を毎月１回以上発行し，ホーム

ページへ掲載する。
ａ

□１０月まで学校・学年通信を毎月１回以上発行し，ホームページ
も３回程度更新している。
◎継続して実施する。

市
民
か
ら
信
頼

さ
れ
る
学
校３

地域の学校として

の役割の推進
継続

地域社会における自校の

使命の遂行
Ｂ

△保護者アンケート「城北へ行かせてよかった」

の項目の肯定的評価を９０％以上にする。
－

○１２月の保護者アンケートで検証する。保護者・地域住民からの声はい
かなる内容であっても丁寧に対応する。


